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令和２年９月橋本市議会定例会会議録（第２号）その２ 

令和２年９月７日（月） 

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（土井裕美子君）皆さん、おはようござ

います。 

 ただ今の出席議員数は18人で全員でありま

す。 

                     

○議長（土井裕美子君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。 

 市長から令和２年９月４日付、橋総第255号

をもって追加議案３件が送付されております。

議案はお手元に配付いたしております。これを

今会期中にご審議願うことといたします。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（土井裕美子君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条の

規定により、議長において、１番 岡本さん、

12番 小林さんの２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（土井裕美子君）日程第２ 一般質問を

行います。今回の一般質問の通告者は11人であ

ります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙の

順序により発言を許します。 

 順番１、６番 辻本さん。 

〔６番（辻本 勉君）登壇〕 

○６番（辻本 勉君）おはようございます。 

 議長のお許しをいただきましたので、これか

ら一般質問を行います。久々のトップバッター

ですので大変緊張しておるんですけども、あま

り熱くならないようにして、後ろのほうでやり

やすいようにしていきたいなと思っておりま

す。 

 まず、台風10号が当初の気象庁の予報とは大

きく外れて、被害が少なくて、日本列島からも

去ってしまったということで、大変よかったか

なと思っております。 

 しかし、そんな中で、特に九州や沖縄方面の

方についてはそれなりの被害を受けられたと

いうことで、その方々には心よりお見舞いを申

し上げたいと思います。 

 今回は新型コロナウイルス感染症対策につ

いて、第２波とも言われている拡大の波が、穏

やかではありますが収まる傾向にある中で、今

後、秋冬にも襲来するであろうと言われている

第３波に向けて、第１波、第２波を総括して準

備をする必要と、コロナ禍の中での経済活動と

新しい生活様式確立のために質問したいなと

思います。 

 新型コロナウイルスは令和２年１月16日に

日本国内で初の感染者が確認されて、それ以来、

４月７日に一部に緊急事態宣言が発令されま

した。そして、その後、全47都道府県に拡大し

て、その中で５月４日には５月31日までの延長

を国は表明いたしました。 

 その間、国では４月30日より感染者が大幅に

減少、政府は５月14日に８特定警戒都道府県を

除く39県で緊急事態宣言解除を決定。その後、

残りの自治体も解除され、さらに、他府県への

移動制限も全面解除されました。しかしながら、

第２波、第３波の襲来の危険性も大いに含んで

います。 

 そんな中で、国の第二次補正予算も決定いた

しました。そして、７月22日からはＧｏ Ｔｏ

 トラベルキャンペーンが前倒しで実施され
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ました。予算的に行きますと、１兆3,500億円

の予算ということと、また、不評であるアベノ

マスク第２弾8,000万枚、予算的には247億円も

配布されています。 

 移動制限の全面解除から始まり、最近では東

京都周辺、大阪府はもとより、全国的に感染者

が第１波を上回り、大変厳しい状況にはありま

す。個々はもとより、国をはじめ行政の的確な

対策が第２波の収束に向けて求められている

と言われています。 

 本市では、市議会５月臨時会、６月定例会、

７月臨時会を開催して、主に新型コロナウイル

ス感染症対策関連補正予算案を審議いたしま

して、可決いたしました。 

 そんな中で、感染症の拡大が本市市民へどの

ような影響があったのか、また、現在でもある

のか、そして、それを受けて行政はどのような

対策を講じたかをお尋ねいたします。 

 一つ目、教育委員会関係であります。 

 特に、やはり児童生徒に関わる問題について

は大きな問題でありますので、お尋ねいたしま

す。 

 二つ目、経済関連ということで、経済活動と

市内事業者の問題について、特に影響を大きく

受けておると言われる飲食業界への影響につ

いて。 

 三つ目、これは市民生活全般に対しての影響

について。 

 四つ目、医療、介護、障がい者福祉、高齢者

福祉への影響について。 

 以上、壇上よりの質問といたします。的確な

答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さんの質問、

新型コロナウイルス感染症による市民への影

響と行政の対策に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（小林俊治君）登壇〕 

○教育長（小林俊治君）おはようございます。 

 新型コロナウイルス感染症による市民への

影響と行政の対策について、まず、教育委員会

関係児童生徒に関わる問題全般にお答えしま

す。 

 ６月に学校が再開し、現在、感染症対策と熱

中症対策を講じながら学校運営を行っている

ところです。児童生徒においては、再開後３か

月が経過し、学校の新しい生活様式がふだんの

生活として浸透しています。 

 懸念されている学習保障については、夏季休

業日の短縮や行事等の精選により授業時数を

確保できたことで、順調に行けば10月上旬に授

業の遅れをほぼ取り戻せる状況です。 

 暑い日が続いていますが、屋外での活動に制

限を設け、教室ではエアコンを適切に利用し、

換気も定期的に行いながら、快適な環境で学習

を進めています。 

 学校の大きな行事である運動会・体育祭につ

いては、観覧者に制限を設け、規模を縮小して

実施する予定です。 

 また、修学旅行については、本来の行き先を

変更し、小学校は和歌山県内とし、中学校につ

いても東京方面以外で検討しているところで

す。発熱等で、やむを得ず参加できない児童生

徒に発生したキャンセル料に対しては、市が負

担することになっています。 

 学校にはほかにも様々な行事がありますが、

感染の状況を鑑みながら、実施の有無や内容を

検討していくことになります。 

 中学校の部活動については、６月16日から練

習を開始し、８月８日から８月10日までの３日

間で、伊都地方中学校夏季総合体育大会が開催

され、また、８月29日に伊都地方吹奏楽発表会

が開催されました。 

 ３年生にとっては最後の大会となりました

が、各学校の先生方や保護者の方のご協力とご

支援のおかげで無事終えることができました。 

 まだまだコロナ禍収束の兆しが見えない中、
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児童生徒や保護者の方の不安を和らげ、安心し

て学校生活が送れるよう、引き続きマスクの着

用、手洗い、３密を避ける等の感染症対策と学

習保障に取り組んでいきます。 

 そのためには保護者や地域の方々の協力も

不可欠でありますので、より一層の協力と理解

を呼びかけてまいります。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）おはようござい

ます。 

 次に、二点目の、経済活動と市内事業者の問

題、特に飲食業界への影響についてお答えしま

す。 

 本市の経済状況は、関係機関窓口の聞き取り

等での情報収集でも、ほぼ全業種にわたって前

年同月比でマイナスの状況と把握しています。 

 おただしの飲食業界においては、緊急事態宣

言中の他府県からの往来が著しく減少し、外出

自粛や宴会自粛、また、家族や友人等での飲食

機会の減少により、大きく影響を受けています。 

 特に、週末の営業、夜間の営業については、

利用客がいないという日も度々あり、営業時間

短縮を行う店舗もありました。また、店舗等へ

のコロナウイルス感染症への対策ガイドライ

ンが具体的に示されない初期の段階では、家賃

の負担も大きく、お客さんも入らない、このま

までは店舗を閉めなければならないなど、深刻

な相談も多数ありました。 

 そのような状況の中、市内経済を下支えする

ために、経済推進部各課室において様々な経済

対策事業に取り組んでいます。 

 まず、農林振興課においては、コロナウイル

ス感染症対策として、経済的影響を受けている、

または、今後影響を受けるであろう農業者に対

し、橋本市農産物等インターネット販売促進事

業補助金制度及び橋本ふるさと便事業補助金

制度の創設により、支援を行っています。 

 また、橋本市農産物等インターネット販売促

進事業補助金については、新型コロナウイルス

感染症の影響により、市内で生産された農産物

等を買い求めて県外からの人の流れを確保し

にくい状況下で、直売による販売形態に影響が

出ることを想定し、新たな販路確保策として、

インターネットを利用した農産物等の販売に

農家が取り組んだ場合、販売手数料等経費の一

部を、１農家上限10万円として補助しています。 

 また、橋本ふるさと便事業補助金については、

ブドウや柿などの本市特産の果樹を中心とし

た農産物の消費の落ち込みが懸念される中、市

内農業者が生産した農産物・加工物を直接販売

し、市外の消費者に発送する場合、また、農産

物直売所など市内事業者が仕入れた農産物・加

工品を橋本市民が購入し市外に発送する場合

の送料を、それぞれ市内の業者、事業者に補助

することで、消費者の送料を実質無料化します。 

 これにより、地場産品の販売を促進するとと

もに、橋本市民が一丸となって地場産品をＰＲ

できる環境づくりを推進しています。 

 次に、シティセールス推進課では、市民生活

の下支えのために、６月に１世帯当たり3,000

円、10月中旬からは全市民を対象に5,000円の、

２度にわたる生活応援クーポン券の発行や、生

活応援クーポン券第２弾に合わせて行う地元

事業者向けの需要回復助成金や衛生環境関連

消耗品奨励金の実施に取り組んでいます。 

 また、令和２年１月から８月の間で、前年同

月比30％以上50％未満で売上高が減少した国

や県の給付金の対象とならない事業者を対象

に、事業所規模等により５万円から30万円の給

付を行う新型コロナウイルス感染症対応市内

事業者緊急給付金事業や、和歌山県よろず支援

拠点の協力を得て、７月から来年３月までの間

の月２回、市内事業者が中小企業診断士に経営

相談できる窓口を開設するなど、事業者向け施

策にも取り組んでいます。 
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 次に、企業誘致室では、誘致企業に対し、新

型コロナウイルス感染症の影響の有無を確認

し、各企業に合った支援策等の情報を提供しま

した。また、人材確保について、今年度開催予

定であった企業ガイダンスが全て中止となり、

就職を希望する伊都地方の高校生の企業面談

の機会がなくなったため、本市独自の事業とし

て、就職希望生徒と採用意欲のある企業をマッ

チングし、伊都地方の３校、紀北工業高校、伊

都中央高校、紀北農芸高校で企業説明会を開催

しました。 

 最後に、はしもとブランド推進室では、がん

ばれ！橋本応援補助金により、飲食店によるテ

イクアウト・デリバリーの取組には最大10万円、

事業者の販路開拓の取組には最大20万円の補

助を行っています。 

 また、影響を受けた市民や事業者への経済施

策などに活用するため、ふるさと納税制度によ

る寄附金を募っています。 

○議長（土井裕美子君）危機管理監。 

〔危機管理監（上田力也君）登壇〕 

○危機管理監（上田力也君）おはようございま

す。 

 次に、三点目の、市民生活への影響について

お答えします。 

 議員おただしのとおり、本年１月16日、国内

で初の感染者が確認された以降、政府は４月７

日に７都府県に対し、４月16日には和歌山県を

含む全国の都道府県を対象に、緊急事態宣言を

発出し、都道府県をまたぐ不要不急の往来自粛

を国民に求めました。 

 ５月25日には緊急事態宣言が全て解除され、

一時は感染者数が減少していましたが、７月頃

より都市部を中心に第２波と思われる傾向が

見られ、現在、ピークは過ぎたものの、なお再

拡大に向けた警戒が必要な状況であり、まだま

だ収束の見通しは立っていません。 

 また、今後、次のインフルエンザ流行に備え

た体制整備などが求められている状況であり

ます。 

 一方、本市においては、２月４日に第１回目

となる新型コロナウイルス対策本部を立ち上

げ、８月末まで全15回の会議を開催し、必要な

対策等を講じてきました。 

 ４月15日に橋本保健所管内で初の新型コロ

ナウイルス感染者が確認された以降、さらなる

感染症対策を検討するため、国の新型コロナウ

イルス感染症対策の基本的対処方針に基づく

県決定事項を踏まえ、市民の皆さまにご協力を

お願いしてきました。 

 その中で、感染予防対策、イベントや会議の

在り方、保育園やこども園、幼稚園、小・中学

校などの運営、公共施設の利用制限や閉館など

を決定し、速やかにホームページ等で公表する

など、市民の皆さまにご理解とご協力を求めて

まいりました。 

 この感染拡大防止対策により、結果的に、夏

の風物詩として定着してきたサマーボール、農

業者、商業者などの秋の祭典である「まっせ・

はしもと」、健康づくり、温かい触れ合いの地

域づくりのためのすこやか橋本まなびの日な

ど市主催の大型イベントが中止となっただけ

でなく、各地区における催事や地域行事におい

ても中止になるなど、日常生活や人と人の交流

についても、市民の皆さまには多大なご不便を

おかけしています。 

 今後、有効なワクチンや治療薬が開発され、

十分な量が供給されるまでは、感染症対策を取

りながら日常生活を行っていかなければなら

ないため、感染予防ガイドラインの徹底、３密

の回避や新しい生活様式により、市民の皆さま

には引き続き橋本市の対策にご理解とご協力

をお願いしたいと考えています。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（吉田健司君）登壇〕 

○健康福祉部長（吉田健司君）次に、四点目の、
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医療、介護、障がい者福祉、高齢者福祉への影

響についてお答えします。 

 まず、医療への影響として、橋本市民病院の

現状ですが、入院・外来患者数の状況について、

７月末時点での前年度比延べ入院患者数が

7.3％減、延べ外来患者数は16.1％減となって

います。６月議会で答弁しましたときと比べ、

延べ入院患者数は５％改善し、外来患者数は約

４％改善しています。 

 第２波、第３波に備え、和歌山県において即

応病床の確保が進められ、橋本保健医療圏にお

いても、和歌山県立医科大学附属病院紀北分院

が感染症指定病院として即応病床を増床した

ことにより病院間での連携体制が進み、これが

改善の要因の一つでもあると考えています。 

 しかしながら、これから冬場を迎えるに当た

り、決して気の抜けない状況が続いていること

は何ら変わっていません。 

 現場では、日々患者の命を守る業務に従事し

ている職員にとって、新型コロナウイルス感染

と隣り合わせという状況は精神的な負担を増

幅させ、市民病院としてはこの負担を少しでも

軽減できるように、特に介護士等の中途採用を

進めています。 

 このほか、医療物資に関しては、国・県等か

らの配給もあり、現時点では直ちに不足すると

いう状況ではありませんが、冬場のインフルエ

ンザの流行期も含め、今後の波に備え、マスク、

手袋等のさらなる確保に努めていかなければ

ならないと考えています。 

 まだまだ課題は山積するところであります

が、第１波での経験を生かし、和歌山県、橋本

保健所、その他病院、医師会等と連携を図り、

最善を尽くし対応に努めてまいりたいと考え

ています。 

 次に、介護への影響ですが、特別養護老人ホ

ームや、養護老人ホーム、高齢者グループホー

ムなど集団生活を送る施設にあっては、緊急事

態宣言が出され、また、解除されて以降も、感

染予防対策の観点から入所者への面会につい

て自粛が続いています。 

 面会は入所者とその家族にとってお互いの

状態を確認する機会となるだけでなく、入所者

自身にとって精神的な安定という側面もある

ことから、面会制限の長期化は決して好ましい

ものとは言えません。 

 そこで、施設の中では、パソコンやタブレッ

ト端末などを用いたオンライン面会を実施し

ているところもあり、国もその実施を推奨して

いますが、一方で、実施に当たっては、面会場

所や通信機器の確保、プライバシーの配慮、手

指・機器等の消毒やマスク着用など感染防止対

策の徹底、個人情報保護など、留意しなければ

ならない点もあります。 

 また、介護施設等で感染者が発生した場合、

介護従事者の感染、濃厚接触に伴う入院、自宅

待機により従事者の不足が生じることが考え

られます。 

 本市においても、緊急事態宣言下の４月に通

所介護事業所内で感染者が発生しましたが、発

生時は施設内における従事者の体制づくりに

苦労したとのことでした。 

 この感染者発生時における従事者確保とい

う課題に関し、国は第二次補正予算にて、都道

府県が実施する平時からの介護施設等との連

絡・調整や緊急時の応援に係るコーディネート

機能の確保に必要な経費を補助する制度を設

けました。 

 このことを受け、今後の波に備え、当該制度

を活用した応援体制の構築を、現在、県に対し

て要望しているところです。 

 次に、障がい者福祉への影響ですが、障がい

者の自立、社会参加を目的に実施している障が

い者スポーツ大会の中止、手話通訳派遣の休止、

手話講習会の中止等が挙げられます。 

 介護施設と同様に障がい者福祉施設におい
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ても、感染防止のため外部との接触の制限を設

けたことにより、事業所職員、利用者とその家

族の精神的、経済的、身体的に大きな負担とな

ったと聞いています。 

 また、手話通訳派遣休止の対応として、聴覚

障がい者が病院を受診する際、スマートフォン

を用いた画像通話を介して遠隔手話通訳を行

うことにより、医師との意思疎通ができるよう

にしました。 

 最後に、高齢者福祉への影響についてですが、

高齢者が新型コロナウイルスに感染すると重

症化する可能性が高いことから、国内発生早期

から、感染予防のため外出を控える高齢者が多

くなりました。 

 さらに、感染防止のため、スポーツ大会など

様々なイベントや催しが中止になるなど、日常

生活で体を動かす機会が減っています。 

 市では、自宅で簡単にできる体操動画を作成

し、インターネット配信するなど、高齢者の体

力を維持するための啓発を実施しました。 

 また、地域におけるげんきらりー自主運営教

室や地域ふれあいサロン等は、緊急事態宣言解

除以降も、密集、密閉、密接、いわゆる３密の

懸念があるため、活動を縮小しながらの運営と

なっています。 

 自主運営教室やサロン代表者の皆さまは活

動を再開することに対する不安感が大きいこ

とから、市としては、集いの場への訪問や代表

者等と連絡をとり、感染症対策などの情報提供、

他のグループの活動状況、活動継続に関する

様々な相談を行っています。 

 引き続き、地域における様々な自主活動グル

ープの地域活動と連携しながら、きめ細かに支

援を行ってまいりたいと考えています。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん、再質

問ありますか。 

 ６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）答弁ありがとうございま

す。大変長くなったので、再質問の時間は短く

なったんですけども、やっていきたいと思いま

す。 

 議長にお願いしたいのは、再質問の順番を変

更させていただきたいんですけども。 

○議長（土井裕美子君）結構でございます。 

○６番（辻本 勉君）ここでは、１、２、３、

４となっているんですけども、４、２、１、３

と行きたいと思いますが、よろしくお願いいた

します。 

○議長（土井裕美子君）了解いたしました。 

○６番（辻本 勉君）それでは、四つ目の、医

療の関係のところに行きたいと思います。 

 今、答弁をいただいたところなので分かりや

すいかなと思いますが、いろいろやっていただ

いておるので、コロナ対策全般につきましては、

壇上でも述べたとおり、５月、６月、７月と補

正予算を組んでいただいて、対策をしていただ

いておるということなので、今のところ、第２

波も来ていますが、やや収まりつつある、全国

的にも収まりつつありますし、和歌山県下では

あまり拡大していないということなんですが、

それを受けて、今さらどうこうと言ってもと思

うんですけども、秋冬に向けての次のこともあ

りますので、少し再質問していきたいなと思い

ます。 

 医療と福祉の関係なんですが、まず、大変な

状況の中で医療従事者の皆さま方には日々ご

苦労いただいていることに敬意を表し、お礼を

申し上げたいと思います。そして、大きなクラ

スター発生の危険性が大きい障がい者及び老

人の福祉施設で働く皆さまにも、職務上はもち

ろんのことでありますけれども、日常生活にお

いても束縛があって、厳重な注意が必要であり

ます。大変不便をおかけいたしております。本

当にご苦労さまでございます。 

 そんな中で、一番、福祉関係でいきますと、

やっぱりお年寄りが動けないというんですか、
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市民生活も含めて、自由に活動できないという

ことで、心の問題と体の問題、この辺をやはり

早くケアをしてやらないと、認知の問題もあり

ますし、いろんなところでお年寄りが大変な状

況になっているのではないかなと。 

 外に出られないということがいかに大変か

ということが分かると思うんですけれども、そ

の辺について、今後どうなんでしょうか。 

 それと、特にクラスターが発生すると言われ

ています介護施設とかにつきましては、国の補

正も組んでいただいておるんですけども、その

ことも早く進めていって、そういう施設に対し

ての援助といいますか、をやっていかないと、

今後そういうところでクラスターが発生する

と大変な状況になりますので、その辺について

ご答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）ただ今のご質問

にお答えします。 

 先ほど答弁もしましたように、当初、げんき

らりー教室とかいろいろな面で、外へ出る事業

については自粛が続いておりました。現在、コ

ロナウイルスについては、第２波は来ています

けども、少し落ち着いてきましたので、げんき

らりー教室その他についても、３密を意識しな

がら、再開に向けて、今、頑張っているところ

です。ほとんどのところは、縮小しながら再開

を行っています。 

 ただ、施設が使えないとか、サロンとかにつ

いても、サロンの指導者がまだまだコロナに対

して慎重な姿勢があるところについては開い

てないところもあるんですけども、かなりの数

の、外の催物といいますか、高齢者の催物につ

いては開催しているところです。 

 それと、介護事業所について、国もそうです

けども、コロナ対策について、ＰＣＲ検査等を

早急に優先してやっていくべきというふうな

考え方もあって、ある市町村ではそこを優先に

補助を出してやっていくところもあるんです

けども、和歌山県については、ＰＣＲ検査をや

る機器も少ないですし技師も少ないというこ

とから、まだそこまでは至っておりません。 

 橋本市においても、介護施設そのほか高齢者

対策として、ＰＣＲ検査の推奨は国・県に対し

て今のところやっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 そうしたら、市民病院のほうにつきましては、

今までの問題と今後のことを含めて、何か市民

病院として問題点がないのか。こういうような

ことをやっていきたいとか、いろいろ問題点が

あれば述べておいてもらったらいいかなと思

うんですけども。 

○議長（土井裕美子君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のおた

だしに関しまして、先週、９月４日に厚生労働

省の新型コロナウイルス感染症対策推進本部

のほうから発出されました文書におきまして、

今後のインフルエンザの流行期におけます体

制の整備ということでの問題点を挙げられて

おります。 

 こちらに関しましては、これまで新型コロナ

ウイルスの相談といたしまして、帰国者・接触

者相談センターのほうに症状のある方等は電

話等をしていただきまして相談をしていただ

いた上で、最寄りの医療機関のほうでＰＣＲ検

査等を受けていただいていたというふうな流

れでございましたが、インフルエンザの流行期、

両方とも感染症になりますので、そういったと

ころで、どういった体制で今後この検査体制を

整えていくのかというところが問題となって

おります。 

 そういったところで、これまでセンターのほ

うに問い合わせされていたものが医療機関の

ほうに直接というふうなお話も出てきている
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というふうに伺っております。 

 そういったところで、今後は県、保健所のほ

うと協議を重ねまして、市民病院での受診体制

を整えていきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 大変ですけども、特に福祉関係、医療関係に

ついては大変な状況になってきますので、頑張

っていただきたいなと思います。 

 ここのところは一応終わりまして、次の２番

の経済関連のところに行きたいと思います。 

 経済関連のほうで、一点だけ、一点というか

ちょっと気になったところがありまして、10月

中旬から全市民対象に5,000円のクーポン券を

配布、発行ということなんですが、これ議案に

上がってきたときに、私ここで質問をさせてい

ただきました。いつからいけるんですか、いつ

配布されるんですかと言いましたら、そのとき

の答弁が10月上旬ということで、たしか頂いて

います。 

 私はそれが終わった後も市民と接触します

ので、それなりにやはり市民からの問合せもあ

って話をしているんですけども、10月上旬には

5,000円のクーポン券が１人に対して発行され

るということも言っているんですけども、その

後、広報にも10月中旬というのが記載がされて

おるんですけども、私が、議員がこの場で質問

をしたときに10月上旬という答弁をいただい

ておったのが、なぜ10月上旬が10月中旬になる

んですか。なるのであれば、やはり議会で答弁

しているのであれば、きちっと事前に報告をい

ただきたいなと思うんですけども、そのことに

ついてどうですか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、10月上旬

と答弁させていただいたのにもかかわらず、10

月中旬送付ということになっておりますこと

をおわびさせていただきます。 

 印刷等の準備については順調に行っておる

んですが、郵便局のほうから配送するのに一定

の期間を伴うということで、10月中旬をという

ことで答弁をさせていただきました。 

 先日開催されました区長会におきまして、こ

ういった発送については順次行うということ

ですが、若干のずれを行いながら市民の皆さま

方の手元に到着するということで準備をさせ

ていただいています。そういったことでご理解

いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）それはそれでいいと思い

ますが、経済といいますか、企業誘致とか、企

業の問題とか観光とか農林振興、いろいろ飲食

業の問題もあるんですけども、コロナの関係で

行きますと、やっぱり飲食店、業者というのは

一番被害を受けておるのかなと思うんですけ

ども、本市の市内の飲食店の店舗数をどのよう

に把握しておるのか。 

 やはり、市内経済の観点から行きますと、市

内にどれぐらいの飲食店があって、どれぐらい

の経済波及があるのか、経済活動をしているの

かということについては、やはり行政として知

っておくべき必要性があるのかなと。 

 なおかつ、クーポン券の取扱店についても、

その市内業者の中でもどれぐらいのところが

取扱いをやってくれるのかということについ

ても必要であるのかなと思うんです。 

 それと、もう一点は、国の持続化給付金。そ

の店舗数にも関係してくるんですけども、国・

県の持続化給付金の申請を、市内業者、どれだ

けの業者があって、どれだけの業者が申請を出

して、どれぐらいの業者が、いえば、コロナの

補助金、給付金を受けて助かっているのかとい

うことも、やはり一つ大きなあれになると思う

んですけれども、その辺についてお答えいただ

けますか。 
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○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）おただしの件に

ついてお答えさせていただきます。 

 まず、市内全体の飲食店の数ですが、保健所

に登録のある飲食店舗等が約400店というふう

に認識しております。そのうち、今現在、クー

ポンへの参加店舗数は９月４日時点で389店舗

でありますが、飲食店のクーポン利用ができる

登録は100件となっています。 

 5,000円のクーポンを制度として打ち出した

後、追加で今、登録申請を受け付けております

が、約２週間の間に飲食店が16件登録がありま

した。 

 私たちとしましては、できるだけたくさんの

飲食店を市民の方が利用していただき、なおか

つ、飲食店がお客さんが戻り、収入としてきっ

ちりと得られるように取り組んでいきたいと

思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

 続いて、持続化給付金の給付実績ですが、市

内に2,500の事業所があります。持続化給付金

の給付実績については、市町村単位等のデータ

が公開されておりません。しかしながら、先日、

一般社団法人和歌山社会経済研究所が行った

景気動向調査が公表されましたが、回答のあっ

た和歌山市内事業所838社のうち、新型コロナ

ウイルスの影響を受けた事業所というのは、６

月の売上高で言いますと、25％減ったという事

業所が40％を超える事業者が国の持続化給付

金を申請しているとの公表がありました。 

 私たち橋本市の状況については具体的な数

字をつかんでいないのですが、国・県の相談と

いうのも、県への申請というのも、窓口でも多

くありましたし、先ほど言いました、市内にお

いても40％を超える事業所が国の持続化給付

金を申請しているのではないかと想定される

ところです。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 大変な思いをしてはる方がたくさんおられ

ますので、よろしくお願いしておきたいと思い

ます。 

 続いて、３番の、市民生活への影響というこ

とで、危機管理室の関係なんですが、市民にと

って危機というのは、地震や台風による風水害

もありますが、この感染症の拡大というか、感

染症についても市民にとっては大きな危機で

ありますので、国でもちょうど問題にはなって

おるんですが、どこが最終的な窓口というか、

どこが中心でコロナ対策を進めていくんなと

いっても、なかなか最初は国も、どこがという

こともなかって、大変な思いをしとったんです

けれども、本市においては当然、危機管理室が

まとめてやっていくべきではないのかなと思

うんですけど、そんな中で、危機管理室が全体

を見た中で対策等の指示をそれぞれの部署に

していくのが普通だと思うんですが、危機管理

室自体が本当に、新型コロナウイルス感染症が

拡大する中で、今、何をすべきかということが、

少し焦点が合うてないのかなと。 

 やはり市民目線に立って考えていかないと、

的確な対策というのはなかなかできないと思

うんですけども、補正予算については組んでい

ただいて、臨時会も含めて３回の議会でやって

おるんですけども、はっきり言って遅い、市民

にとって遅いなと、橋本市は対策が遅いなとい

うイメージというか感覚は多くの市民が持っ

ておられるんじゃないかなと思うんです。 

 実際のところ、５月末現在の和歌山県におけ

るそれぞれの市町村の対策からいきますと、橋

本市は一番遅れておる。遅れておるといいます

か、大変なかなか思い切った政策が出ていない。 

 その後やっていただいておるとは思うんで

す。いろいろ対策は練っていただいておるので、

５月、いろいろ補正予算を組んでいただいてお

るので、やっていただいておるんですけど、大
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変遅いというのが市民の受ける印象ではない

のかなと。 

 なおかつ、市民は橋本市は財政が厳しいとい

うのはもう十分承知しておると思うんです。そ

やから、よその市町村と比較して、そんな大き

なものをしてほしいとは思っていないと思う

んです。 

 我々もそうですけども、財政が厳しい状況の

中で行っても、できるだけ市民に寄り添った中

で、できるだけの対策をしていく。限られた予

算の中で対策していく。ほんで、国からの給付

金も下りてくるので、それも含めた中で、市の

財源はあまり使わないようにしながら、市民に

寄り添った中での効果的な対策をしていくと

いうのが基本だと思うんですけども、今、何を

しなくてはいけないかという観点から行くと、

前にも予算が上がってきて、私らも通したんで

すけども、非接触型検温器を避難所の予備とい

うことで購入されておるんですけども、避難所

の予備を先にするときと違うのではないかな

と私は思うんです。やはり、市民と直接接触す

る出先機関等に検温器を配置していくという

のがまず第一かなと。 

 こども食堂についても市長は大変ご理解を

していただいて、橋本市は県下でも頑張ってお

るなということなんですが、こども食堂に対し

てでも検温器はいち早く、やはり、あるんかい、

ないんかいと。消毒液あるんかい、ないんかい、

出先機関はもう消毒液あるんかい、ないんかい

と。検温器あるんかいと。そういうことをやは

りまずはやっていった中で、その後に、災害時

のそういうときはどうしていくんなというこ

とに来んと、普通はおかしいと思う。 

 橋本市は金がないんやったら、どういう形で

入札したのか僕は分かりませんけども、もっと

安く上がる方法があったんちゃうかと。何で対

策は早けりゃ早いほど、ああいうものでも品薄

にならんで安く入るわけでしょう。当時は高か

った。それからあとちょっとしたら、もう９千

何ぼで購入しとるけど、6,000円ぐらいで出と

るんですよ。１個について3,000円も差のある

ことを、何で行政というのはそういうことをす

るのかなと。 

 これ一般の家庭ではそんなこと絶対しませ

んわね。どこか安いとこを探して、検温も大事

やさかい、大事やけどもお金もないので、どこ

か安いのを探そうよと。何でそういうことを行

政というのはやらないんでしょうかというこ

とが不思議なので、その辺のことも含めてちょ

っとご答弁を、今後のこともありますので。 

 危機管理室がやはりきちっとした対策をま

とめた中で、担当課と十分議論しながら橋本市

は進めていくんやということが大事だと思う

ので、ちょっとご答弁いただけますか。 

○議長（土井裕美子君）危機管理監。 

○危機管理監（上田力也君）今おただしをいた

だいた考え方というのは、そのとおりだと思っ

ております。やはり、まずは直面するコロナウ

イルスから市民の健康を守る、命を守るという、

そういうところが一番大事だというふうに思

っております。 

 非接触型の体温計の話もあるんですけども、

確かに、調達時点においては少し値段の高いと

ころで調達をしたという、そういうこともござ

います。もっと先取りすれば、あるいは全体的

な中でもっと安く調達できたのではないかと

いうことでございますけれども、これにつきま

しては、今後の課題として、これを次に生かし

ていかなければならないというふうに思って

おります。 

 ちょうどコロナが災害対策、出水期と重なっ

たというところもあって、やはりできるだけ同

時並行的に今回は進んできたというところで

ございますので、今後、次の波に備えて、この

経験を生かしていきたいというふうに思って

おります。 
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○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）実際のところ、他市と比

べる必要は僕はないと思うので、対策について

は、市民に対して。市民は十分理解はしとるは

ずです、橋本市、財政大変やなと。市長はしょ

っちゅう言われておるので、もう市民にも浸透

しとるので。そうやけども、そうしたら、こう

いうときには行政何したんなんと言うたら、や

っぱり、何というかな、温かい心の対策という

のか、気配りというか、そういうことで市民と

いうのは納得していく。 

 予算がようけありゃ、それはそれにこしたこ

とないけど、ないんやったら、ないなりに気配

りをして、市民の気持ちになって対策をしてい

くというのがやっぱり一番大事なので、これは

今後、秋冬には第３波が来るかも分かりません

ので、そのときにはそういう、もう思い切って

お金を使えとは僕も言いませんので、気持ちの

中でやっぱり市民に対して接していく。市民の

思いを受けて、何がベストなのかという対策を

打っていただけたらありがたいかなと思いま

す。ここはそれで終わりたいと思います。 

 次に、教育委員会について再質問したいと思

います。 

 修学旅行、学校関係ですけども、私は父兄の

方によく言われたのは、やっぱり下校時に大変

暑い時間帯に帰らないかん。ランドセルが大変

重たい。マスクしている。ちょっと離れたとこ

ろについては結構歩いて帰ってこないかんの

で、それは大変子どもらにとってしんどい部分

やということで、どないかならんかなという話

もたくさんいただいたので、したんですけれど

も、よその市町村ではいろいろ考えて、やはり、

ランドセルはこの時期は構えへんと。ほかのも

の、リュックでもええよ、ほかのでもええよと。

マスクも下校時にはもう外して、密にならん程

度にばらけて、集団下校であっても、ちょっと

ばらけて下校すれば密にならんので、マスクも

とっていいですよと。 

 本についても、基本的には、我々の時代とい

うのは置き勉ってようやっていましたけども、

今はそれもできないと言われておるんですけ

ども、置き勉も別に今回はええんちゃうんかい

と、やらしたってよという、そういう意見もあ

ったんですけども、その辺については、対策、

どうなんでしょう。 

 それも含めて、もう一点は、テレビなんかで

見ていますと、クーラーかけて窓を開けて対策

をしとるんですけども、子どもたちは汗たらた

らかいていました、テレビ報道されとるのは。

そこは特にそういうところを撮ってやってい

るか分かりませんけども、本市の子どもたちは

そういう状況ではないと、そういう学校は一つ

もないと、そういうクラスは一つもないという

判断ができるんでしょうか。その辺も含めてお

願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。 

 まず、ランドセルについて、９日しか夏季休

業がありませんでしたので、校長会で、ランド

セルについては、かばんも含めてなんですけど

も、いわゆる置き勉は構いませんよと。なるべ

く少ない、重量の少ない形で持って帰るように

指導してくださいということでお願いをして

います。実際そうしていただいていると思って

います。 

 それから、マスクの着用についても、いわゆ

る、距離を保つならばもうマスクは外していい

ですよという話はさせていただいています。学

校でもそういうことで、体育の授業等について

はもうマスクを外していますし、かなりソーシ

ャルディスタンスのとれる環境にある場合は

もうマスクしなくてもいいですよと。ただ、大

きな声でということは注意をしていただいて

います。 

 それから、服装についても、紀見東中学校で



－21－ 

は生徒会が中心になってＴシャツを作ったと。

そして、それで授業も受けているということも

あります。各学校も、体操服でいいですよ、制

服は構いません、体操服で授業を受けてもろう

ても結構ですというお話をさせていただいて

います。 

 それから、エアコンについてなんですけども、

これはちょっとお話はあれなんですが、デマン

ドって各学校にあります。一定の容量を超える

と音が鳴ります。今回、夏季休業、あまりにも

暑いので、もうデマンドについては鳴ってもい

いですというお話をさせていただいています。

そして、対角線方向に窓を開けて授業をしてく

ださいと。 

 私も何校か回らせていただきました、心配で

ありましたので。基本は28度にするという当初

の基本でした。ただ、28度で動かしてみて、暑

いかどうかというと、やっぱりかなり体感的に

は暑いと思います。だから、そこはもうこだわ

らなくて、子どもたちが快適な環境で授業がで

きるような状況をつくってくださいというこ

とで学校にお願いして、実施をしています。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 修学旅行について、中学校の部分がまだとい

うことなので、東京方面以外で検討していると

いうことなんですけども、これ答弁書をいただ

いておる、それ以降どこか、早いところはもう

ぼちぼち９月に入ったら修学旅行は、中学校は

出てくるんかなと思うんですけれども、その辺

についてはどうなのか、どこかもう決まったと

ころはあるんでしょうか。なければもうまだな

い答弁で結構ですが。 

○議長（土井裕美子君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）中学校に関しては橋本

中央中学校が９月の下旬に修学旅行を行いま

す。２泊３日で、紀南地方ということで決定し

ています。 

 ほかの４校につきましては、今のところ九州

方面や四国方面という形で進めています。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 平時ではないので、大変な状況のときなので、

やはり日常の学校教育、学校運営ということに

ついては校長先生という管理職がおられます

ので、それなりに独自性もあるあろうかと思い

ますが、こういうコロナに関しての対策につい

ては、やはり教育委員会が主導を持って統一的

にやっていくということが一番いいのかなと。

市内の保護者のことを考えていきますと、やは

り教育委員会がある程度大枠の中で縛って、こ

の中で、範囲の中でそれぞれの独自性を出して

いくというような形で、やはり教育委員会が主

導権を持ってやるべきかなと僕は思いますの

で、今後、第２波、第３波が発生したときには、

それなりの主導権といいますか責任を持った

中で、教育委員会が各学校に統一見解を出して

いくべきだと思いますので、その辺もよろしく

お願いしたいと思います。 

 その中で一番大変なのは、やっぱり現場とい

いますか出先機関というのが大変だと思うん

です。特に、子どもに関わる児童館とか、公民

館は社会教育の関係なので公民館、これも人が

出入り大変かなりするし、学童についても、コ

ロナ、学校が休んでいるときでもやっぱりやっ

ている中で、それに従事する方も大変でありま

すし、また、学校の先生方においても大変だと

思うんですけれども、その辺については本当に

頑張っていただいておる、コロナの中でもそれ

なりに一生懸命頑張っていただいたというこ

とについては、我々も認めて敬意を表していき

たいなと。その辺の、先生方が大変な不安も持

ちながらやられとるので、職員とか学校の先生

方に対しての心のケアというか、その辺の頑張

りについてはそれなりに評価をしながら、今後

できるだけ軽減していくように努力していた
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だいて、頑張っていただけるように、引き続い

て頑張っていただけるようにお願いしたいな

と思います。 

 終わります。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さんの一般

質問は終わりました。 

 この際、10時40分まで休憩いたします。 

（午前10時28分 休憩） 

      

 


